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4，　摘　　　　要

1稲の倒伏程壕の基準は．倒れた楓のfq旺0～4迄

の5階級に面横を考慮して決め・この階級での2程暖に

倒伏した時の出梅後日数の良短を砥準にすればよいと考

えられた・

ぇ　移植水稲の倒伏の早期診断には．草丈及び桑籠巾

27

を汎足し．史に柴色等を考慮してりえばある柁皮fl＝能と

考えられる．

然しこの草丈及び発起巾の伸k檻は地域又は年次によ

ってかなり動くことが考えられるので．史に之等忙つい

て検討する必要があろう・

ビニール被覆畑苗代といもち病の発生に関する試験

第4報　苗代におけるいもち病の薬剤l措除について

加藤公光・小林　裕・中川九一

（福　島　県　農　試）

1腫年，福島県下の各地にかいて・ビニール被捜畑苗

代でいもち病の発生が続出し・その影響は本山にまでお

よび，相当の被害が認められた・

聾者らはl姫輝から・早期栽培用ビニール観照畑僧代

に封けるいもち病の発生に関する試験を実施し，その結

果，ビニール畑苗代は従来の苗代と異なβ・苗代や畳瀾

気象が外気にくらペ・きわめて高温多配で・訂C・鈍感

以上の湿度の場合が多く・菌床の中が気象的Khもち菌

の繁殖に通し（第1報および第3報）・本菌分生胞子浮

薄液による噴霧接種試験　および　苗代内に設置した本

病被害節からの自然感染によって・酋いもちが発生する

ことを明らかにした・この場合・発病までの潜伏用川Uが

長く，苗代で発病せず・本田移植後に発病することが多

い（第1報および第3報），このことは本病菌が潜伏し

ている苗を健全苗と見れて－田植する危険性を示すも

のである．現実に・1減年の一一般圃場でも歯代で感染し

た宙を本田に持込み・田植後作発病した例が随所に謎め

また，感染苗が移植されると・間組の健全酉も早期か

ら感染し，2次・3次の伝染をへて加速度的に発生が拡

大され本田いもち病の伝染源としての役割少が大きい

く第2報）・従来・福島県における苗いもちの発生は・き

ゎめて稀であったので－その防除対策が充分でなかった・

筆者らは，1腫軋畑苗代阿漕けるいもち病に対する

薬剤防除法について・2・3の試奴を実施したので・そ

の結果を報告し，参考に供したい・

1．　試験方　法

畑由代に農林a号を4月9日に播種した・

立毛中の郎5月9日および13日の2臥木蘭分生胞

子浮滞液を噴霧接種した・供試面積は1区16・5砂で2連

制である・

供試薬剤は水劇錠剤（P〟月別脚）およびブラエ

フ．〟水和剤（ブラエス10押印・塘10♪♪椚）であれ接椎

前（5月8日），潜伏期（5月16日）および苗レ、もち

発生初期（5月節目）に散布した・

2．結果および考察

接椎歯のいもち病初発生の時期は5月18日であり，そ

の後，緩慢で・5月缶日頃から急激に発生した・5月あ

日および5月2日］作治ける莞和幸も封エび本m移植後の秦

の枯死稚俊は第1衣のとお少である・

第1衣　削げにかけるいもち病の発生およ
び移植後の生育状態
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田植時（5月五日）における発病率は無散布区が仇8

界であったのに対し，予防散布区が0・019もで，きわめて

頚著な効果を示した．しかし，潜伏期散布区および発生

初期散布区は0．亜～0．亜界で，やゝ効果が低かった・

苗代期間を延長した場合の発病状態をみると（5月別

口），無敗布区は2．4％の発病率に対し・予防散布区は

0．4＿0．亜界，発生初期散布区は0．訪％で，両区とも同

程度に発生が少なかった．しかし潜伏期散布区は約1・2％

で，やゝ発病率が大であった・

また，水銀剤とブラエス〟の効果について比較すると－
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どの散布時期でも薬剤閥に発病率の菱は始んど浸かった・

惟病宙を本田に移植した後の稲の生育状態は，苗代来

期の発病率の大である菌ほど，桑の枯死程度が大きく，

予防散布区，発生初期散布区は生育が比較的よかったが一

潜伏期散布区は悉く，完全に枯死した株も認められた・

以上の結果，苗代における薬剤防除は予防散布が最も

艶著な効果を示し，播種後亜日（5月5日）の状態でも

充分効果が認められ．あ目白を田植するという新種基準

を守るならば，この予防散布効果は一眉有効と考えられ

る．苗代期間の．延長は望ましレゝことではないが，都合上

苗代期間が長びいた場合は，急激な発病増加が見られる

ので，この喝合は予防散布1回のみでなく・さらに散布

回教を増加する必要があるものと考えられる．

PCPの土壌混入による水稲の生育収量に及ぼす影響

について

高野文夫・大川　　晶

（岩手県展試県南分場）

昆　供試条件
1．　は　し　が　き

岩手県の稲作における除草剤けC∴Pの使用は．植代後

表層又は田植活着後馬～100g／～兼用が行われているが，

PCPを代橿時に土壌混入し．その後の中耕除草を省略

した地合に．除草効果と水稲の生育収量に及ぼす影響に

ついて昭和釘年度の結果を報告する．

1　供試品種

之　田植月日

a　施肥　t

t：腋結様式

2．　試　験　方　法
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施高専肝畢竺 6 －♪C P　 ／〃）l 備　　　　 考
0 1のは仰 柑脚

荒代前（16乱／5月）l

⑧

⑨

（D ② ⑧

感 讐 鮎 番（朗 ）

植代前（遁 ／5 ）
絶代后（鳩 ／巧 ）

標 準（手取除革）

無除草

Q〉
（D

6 ）⑥

ま．試験結果

L　活着時の調査

田植当日各区の土壌を深さ別に〔Ⅰ層（0～le■）

Ⅱ届く4－5僧），Ⅲ眉（8－9m）ユ　に採取し種軌の

発芽調査の結果は第1衣の通わである．

第1表　田植直前の土壌の疾さ別種籾発芽調査
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（注）　5月翌日日精直的土雷採取．シャーレー忙て定温暮訪‘Cで浸蘭虹発芽調査（5月が日調査）

坤ち，各PCP処理に上る発芽歩合は無処理と殆んど大　芽としてみると・絶代後施用（7区）■のⅠ層（0－1q）

差がないが，処理区には発芽直後．輪業が崎形を生じた　は正常発芽歩合が最も低く唄長も著しく抑制されている

もの及び生育の停止したものがみられ，これを不正常発　が・Ⅱ層以下におい’ては影響がみられないようである・


